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三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります。
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三股町ふるさとまつり
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な
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に
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れ
て
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１人チケット（０歳から一律）…600円（当日700円）
２人チケット…1,000円（当日1,200円）
３人チケット…1,500円（当日1,800円）
※全席自由 ※電話予約可　
※WEB予約可（三股町立文化会館WEBサイト）
※前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります

チケット発売中

赤ちゃんからお父さん、お母さん、
おじいちゃん、おばあちゃんまで…
みんなの笑顔がいっぱいのクリスマスコンサート。
ママのおひざでうたったうたは、きっと心に残るはず。
みんなでいっしょにうたって音楽で遊びましょ

料　金

12

■会場／三股町立文化会館（〒889-1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2）
■主催／三股町・三股町教育委員会
■お問い合わせ・チケット販売／ 三股町立文化会館　℡0986-51-3462　https://bunka.town.mimata.lg.jp

■日時／2018年12月23日（日）午後2時開演（開場は開演の30分前）
■出演／ Cuarteto Nada más y Nada menos（クァルテット ナダ マス イ ナダ メノス）

� 愛川義夫（クラシックギター）・谷口潤実（パーカッション）・大西洋介（ピアノ）
� 坂元陽太（ウッドベース）・ゲスト：村上由宇月(三味線)

■チケット料金／ 一般1500円（当日1800円） 大学生以下1000円（当日1200円）
  ペア2500円（前売りのみ）    未就学児入場無料　
　※全席自由　※電話予約可　※ＷＥＢ予約可（三股町立文化会館ＷＥＢサイト）　
　※大学生以下は、入場の際「学生証」の提示をお願いすることがあります
　※前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります

四人が異なる個性を放つユニット「Cuarteto Nada más y Nada menos」が、
誰もが聴き馴染みのある曲をラテン、ジャズ風にアレンジして聴かせます

チケット
発売中!!



勝岡小学校 「奴踊り」

門松さおりさん・門松ひろ子さん姉妹

m
マ イ ミ

aimi ライブ梶山小学校 「棒踊り」

３万円分の旅行券などが当たった
「お楽しみ抽選会」

L
ら ん ど

and C
せ る

ell ライブ

早馬龍雲太鼓

会場全体で 「ふるさと」を熱唱

上原 俊郎　歌謡ショー２万円分の宮崎牛などが当たった
「宮崎牛PR抽選会」

サンバカーニバル in 三股
（みどり保育園） 中米ジャンカン馬踊り保存会 寄付して無料宅配事業

「どうぞ便」を応援

みまたんのりだーGP
（ランニングバイクコーナー）

４種類の鍋800食が振る舞われた
「夜鍋談義」

大野 勇太 ライブ

  「第 28 回三股町ふるさとまつり」は、11 月 10 ～ 11 日の２日間にわたり、ふれあ
い中央広場を主会場に開かれ、延べ５万７千人の人出でにぎわいました。

これは、地場産業や文化の発展などを目的に、町や商工会、ＪＡ都城三股支所、各種
民主団体などで構成される「ふるさとまつり実行委員会」が企画したものです。メイン
とサブの２つステージを中心に繰り広げられる多彩な催しに、会場は来場者の熱気で
終始盛り上がりをみせていました。

また、町武道体育館では、同２日間、「第 28 回三股町文化祭」を開催。個人や団体か
ら出展された書道、絵画や創作物など 870 点の力作を展示しました。

第 28 回三股町ふるさとまつり

５万７千人の熱気あふれる
南州太鼓保存会 「魁」

サンバカーニバル in 三股
（認定こども園 みまた幼稚園）

フェイスペインティング
（国際交流コーナー）

キッズダンスフェスタサンバカーニバル in 三股
（認定こども園 第一幼稚園） キッズダンスフェスタ橘太鼓 「響座」

子どもたちが大歓声! ミマタレンジャーショー

「みまたん絵」会長賞を２年連続で
受賞した小迫栞（こざこしおり）さん

（三股小４年）

みまたふるさと大使・山田孝雄さん（作
詞家）と妻の松原愛さん(演歌歌手）

葊
ひ ろ

瀬
せ

吉
よ し

広
ひ ろ

実行委員長の開会あいさつ

第28回
三股町ふるさとまつり

たくさんのご来場、ご出演ありがとうございました !!

会
長
賞

中米ジャンカン馬踊り保存会 多くのボランティアが、会場案内や
ごみ拾いなどでまつりを支えた

第28回三股町文化祭 （町武道体育館）

三股中学校 吹奏楽部
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ナンバープレート

缶バッチ

ス
ト
ラ
ッ
プ

町
史
を
監
修
し
た
鹿
児
島
県
立
図

書
館
長
の
原
口
泉
さ
ん
は「
三
股
誕

生
の
歴
史
～
三
島
・
桂
か
ら
町
制
70

年
ま
で
」と
題
し
記
念
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
町
職
員
有
志
９
人
で
構
成

さ
れ
る「
町
制
施
行
70
周
年
記
念
行

事
実
行
委
員
会
」が
来
場
者
に
喜
ん

で
も
ら
お
う
と
、
町
の
歴
史
を
振
り

返
る
写
真
や
年
表
を
展
示
し
ま
し

た
。
多
く
の
来
場
者
が
懐
か
し
む
よ

う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

本
町
の
町
制
が
施
行
さ
れ
て

ち
ょ
う
ど
70
年
。
町
は
11
月

３
日
、
町
立
文
化
会
館
で「
町
制
施

行
70
周
年
記
念
式
典
」を
開
催
し
ま

し
た
。

式
典
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
来
賓
の
方
々
を
合
わ
せ
て
約

４
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
員

で
町
民
憲
章
を
読
み
上
げ
た
後
、
木

佐
貫
町
長
が「
人
口
は
施
行
時
の

１
万
６
千
人
か
ら
２
万
５
千
人
超

へ
と
成
長
し
て
い
る
。
町
民
一
丸
と

な
っ
て
10
年
、
20
年
後
を
見
据
え
、

先
人
の
偉
業
に
学
び
、
活
気
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
一
層
の
発
展
へ
向

け
た
努
力
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
町
勢
発
展
に
貢
献
し

た
功
労
者
35
人
2
団
体
を
表
彰
し
た

ほ
か
、
２
０
１
４
年
か
ら
記
念
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
町
史
編
さ

ん
の
報
告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

記念講演
「三股誕生の歴史
〜三島・桂から町制70年まで〜」
講師：志學館大学教授　原口　泉さん

町制施行70周年記念式典
〜まちのさらなる飛躍へ　決意を新たに〜

〒889-1902
三股町五本松８番地１
三股町教育委員会 教育課 生涯学習係
TEL （0986）52−9311
FAX （0986）52−9724

町制施行70周年記念事業

お
申
込
み
先

発刊のご案内

平成31年3月31日までにお申し込みの場
合に限り、町制施行70周年記念特別価格と
して5,000円で販売します。

『三股町史』上巻・下巻

頒布価格

6,000円
（セット販売のみ・消費税込）

町制施行70周年記念カレンダーを配布します
昨年度、「三股らしさ」をテーマに実施した「みまたんフォトコンテス

ト」の月間賞作品によるカレンダーを発行しました。皆さまからたくさ
んのご応募・ご投票をいただき、節目をお祝いするカレンダーに仕上が
りました。誠にありがとうございました。役場１階のロビーで配布して
いますので、ご自由にお受け取りください（部数に限りがあるため１世
帯あたり１冊とします）。
■お問い合わせ＝企画商工課 ☎52−9085

◀
申
し
込
み
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ピンバッチ

町制施行70周年記念アイテムを制作しました

記
念
誌

式
典
プ
ロ
グ
ラ
ム

ト
ー
ト
バ
ッ
ク

１２月２３日日に
宮崎県知事選挙を行います

三股町選挙管理委員会からのお知らせ

期日前投票所を設置します
仕事や旅行など何らかの理由で「投票日当日は投票に行けない」という人は、期日前投票ができます。期日前

投票所は、町内に４カ所設置します。各期日前投票所の開設日、開設時間中であれば、投票所入場券で指定した
投票所にかかわらず、どの期日前投票所でも投票を行うことができますので、ご活用ください。

県知事選挙としては初めて、18歳と19歳の有権者も投票できる今回の県知事選挙。
宮崎の未来を担う大切な一票です。私たちの意思を届けましょう。

三股町選挙管理委員会　☎52-1111
●投票日と投票時間　12月23日（日）　午前７時〜午後６時
●投票場所　町内11カ所

※投票場所は、投票所入場券にも記載しています。お間違えのないようご来場ください。

「くいまーる」をご利用ください

期日前投票期間の後半に町コミュニティバス「くいまーる」を無料で利用
できます。選挙の投票率向上を図ると同時に、くいまーるバスの利用促進を
図ることを目的としています。選挙の有無に関係なく「くいまーるバス」の無
料利用は実施します。この機会にぜひご利用ください。

●無料路線：生活支援便　全便（通学便は有料です）
●無料期間：12月17日(月) ～ 22日(土)

期日前投票所（投票所施設名） 期日前投票所の開設日・受付時間
町役場１階ロビー 12月7日(金)～22日(土) 午前８時30分～午後８時

第６地区分館 12月17日(月) 午後３時～７時45分
町西部地区体育館 12月18日(火)　 午後３時～７時45分
駅多目的ホール 12月19日(水)～20日(木) 午前10時～午後７時45分

こばと保育園

★
蓼池郵便局

ぎょうざの丸岡
三股店

アタックス
三股店

蓼池保育園

ココ

【期日前投票所】
第６地区分館

【場 所】
三股町大字蓼池2295番地

メディカルシティ
東部病院

都城東高等学校
★
ココ

【期日前投票所】
町西部地区体育館

【場 所】
三股町大字樺山1765番地10

※�写真は昭和60年に発刊された
「三股町史�改訂版」
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三
股
町
表
彰

功
労
賞（
社
会
部
門
・
個
人
）

１
．
木き

野の

田だ 

俊し
ゅ
ん

一い
ち

昭
和
63
年
か
ら
現
在
ま
で
の
永
き
に

わ
た
り
三
股
町
交
通
指
導
員
と
し
て
、
ま

た
、
平
成
24
年
か
ら
現
在
ま
で
同
会
会
長

を
務
め
ら
れ
、
通
学
児
童
の
見
守
り
活
動

や
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
、
本
町

の
交
通
安
全
活
動
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

２
．
内う

ち

村む
ら 

エ
ミ
子こ

平
成
2
年
か
ら
現
在
ま
で
の
永
き
に
わ

た
り
三
股
町
交
通
指
導
員
と
し
て
、
ま
た
、

平
成
30
年
か
ら
は
同
会
副
会
長
を
務
め
ら

れ
、
通
学
児
童
の
見
守
り
活
動
や
町
内
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
、
本
町
の
交
通
安

全
活
動
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
．
轟と

ど
ろ

木き　

公き
み

子こ

平
成
元
年
か
ら
平
成
30
年
3
月
ま
で
の

永
き
に
わ
た
り
三
股
町
交
通
指
導
員
を
務

め
ら
れ
、
通
学
児
童
の
見
守
り
活
動
や
町

内
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
い
、
本
町
の
交
通
安
全
活
動
の
推
進
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

４
．
伊だ

達て　

博ひ
ろ

美み

平
成
6
年
か
ら
平
成
30
年
3
月
ま
で
の

永
き
に
わ
た
り
三
股
町
交
通
指
導
員
を
務

め
ら
れ
、
通
学
児
童
の
見
守
り
活
動
や
町

内
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
い
、
本
町
の
交
通
安
全
活
動
の
推
進
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

５
．
太お

お

田た　

親ち
か

宏ひ
ろ

平
成
2
年
か
ら
現
在
ま
で
八
地
区
青
壮

年
ク
ラ
ブ
会
長
ほ
か
役
員
と
し
て
、
地
域

の
中
心
と
な
り
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
17

年
か
ら
現
在
ま
で
、
三
股
町
壮
年
連
絡
協

議
会
長
ほ
か
役
員
を
歴
任
し
、
組
織
育
成

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
．
柿か

き

原は
ら　

信し
ん

知ち 

（
代
理
出
席
）

法
務
大
臣
か
ら
委
任
さ
れ
、
平
成
7
年

か
ら
平
成
28
年
12
月
ま
で
の
永
き
に
わ
た

り
、
三
股
町
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
毎

月
開
催
さ
れ
る
人
権
相
談
で
地
域
住
民
か

ら
の
相
談
を
受
け
助
言
を
行
う
な
ど
、
人

権
擁
護
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

７
．
朝あ

さ

倉く
ら　

勝か
つ

昭あ
き

昭
和
63
年
に
三
股
町
消
防
団
第
5
部
に

入
団
し
、
平
成
9
年
か
ら
部
長
に
就
任
。

平
成
27
年
か
ら
平
成
30
年
ま
で
は
団
長
と

し
て
、
火
災
現
場
、
訓
練
時
の
適
切
な
指

揮
・
指
導
を
行
う
ほ
か
、
防
火
啓
発
活
動

な
ど
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

８
．
𠮷よ

し

行ゆ
き 

敬け
い

一い
ち

郎ろ
う

昭
和
62
年
に
三
股
町
消
防
団
第
7
部
に

入
団
し
、
平
成
10
年
か
ら
部
長
に
就
任
。

平
成
16
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
は
副
団
長

と
し
て
、
火
災
現
場
、
訓
練
時
の
適
切
な

指
揮
・
指
導
を
行
う
ほ
か
、
防
火
啓
発
活

動
な
ど
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

９
．
里さ

と

岡お
か　

広ひ
ろ

志し

平
成
4
年
に
三
股
町
消
防
団
第
6
部
に

入
団
し
、
平
成
17
年
か
ら
部
長
に
就
任
。

平
成
27
年
か
ら
副
団
長
、
平
成
30
年
か
ら

現
在
ま
で
団
長
と
し
て
、
火
災
現
場
、
訓

練
時
の
適
切
な
指
揮
・
指
導
を
行
い
、
防

火
啓
発
活
動
な
ど
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

10
．
森も

り　
　

秋あ
き

生み

平
成
15
年
か
ら
三
股
町
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
副
会
長
を
務
め
、
平
成
18
年
か
ら

現
在
ま
で
同
会
長
と
し
て
、
本
町
の
女
性

団
体
の
連
携
強
化
に
取
り
組
み
、
地
域
の

女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
男
女
共
同
参
画
の

社
会
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

功
労
賞（
教
育
部
門
・
個
人
）

11
．
蓬ふ

つ

原は
ら　

正ま
さ

嗣つ
ぐ

平
成
12
年
4
月
か
ら
現
在
ま
で
三
股
町

体
育
協
会
会
長
と
し
て
、「
宮
崎
県
市
町

村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」選
抜
選
手
強
化

委
員
長
、「
み
ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ
ま

ら
そ
ん
」実
行
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
本

町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
発
展
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

功
労
賞（
産
業
部
門
・
個
人
）

12
．
岩い

わ

﨑さ
き 

て
つ
子こ

平
成
4
年
に
三
股
町
商
工
会
に
加
入

し
、
平
成
14
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
の
永

き
に
わ
た
り
、
同
女
性
部
長
と
し
て
商
工

業
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
。「
ど
ん
ぐ
り

会
」を
創
設
し
、
福
祉
施
設
慰
問
な
ど
社

会
貢
献
へ
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

13
．
小こ

牧ま
き　

　

力つ
と
む 

平
成
18
年
4
月
か
ら
現
在
ま
で
の
永
き

に
わ
た
り
、
長
田
土
地
改
良
区
の
理
事
長

ほ
か
役
員
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る

農
業
の
発
展
向
上
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、

土
地
改
良
事
業
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

14
．
大お

お

村む
ら　

昭し
ょ
う

一い
ち

平
成
12
年
10
月
か
ら
現
在
ま
で
の
永
き

に
わ
た
り
、
樺
山
土
地
改
良
区
の
理
事
長

を
務
め
ら
れ
、
地
域
に
お
け
る
農
業
の
発

展
向
上
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、
土
地
改
良

事
業
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

15
．
久ひ

さ

松ま
つ　

節せ
つ

夫お

平
成
10
年
3
月
か
ら
現
在
ま
で
の
永
き

に
わ
た
り
、
山
新
土
地
改
良
区
の
理
事
長

ほ
か
役
員
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る

農
業
の
発
展
向
上
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、

土
地
改
良
事
業
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

16
．
内う

ち

村む
ら　

　

充み
つ
る

平
成
18
年
11
月
か
ら
現
在
ま
で
の
永
き

に
わ
た
り
、
蓼
池
土
地
改
良
区
の
理
事
長

ほ
か
役
員
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る

農
業
の
発
展
向
上
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、

土
地
改
良
事
業
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

功
労
賞（
産
業
部
門
・
個
人
）

17
．
兒こ

玉だ
ま　

辰た
つ

敎の
り

平
成
19
年
か
ら
現
在
ま
で
、
大
野
地
域

資
源
保
全
会
代
表
と
し
て
、
農
道
舗
装
や

水
門
・
水
路
の
改
善
な
ど
、
地
域
資
源
の

保
全
事
業
を
積
極
的
に
推
進
。
ま
た
、
平

成
28
年
ま
で
の
9
年
間
、
大
野
自
治
公
民

館
長
と
し
て
地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

功
労
賞（
芸
術
部
門
・
個
人
）

18
．
山や

ま

元も
と 

千ち

鶴づ

子こ

平
成
18
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で
の
8

年
間
、
三
股
町
文
化
協
会
常
任
理
事
を
務

め
、
ま
た
平
成
26
年
か
ら
現
在
ま
で
、
同

協
会
副
会
長
と
し
て
、
多
文
化
間
の
交
流

促
進
や
、
本
町
の
地
域
文
化
の
振
興
・
発

展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

功
労
賞（
体
育
部
門
・
個
人
）

19
．
上う

え

之の

園そ
の 

結ゆ
い

子こ

宮
崎
工
業
高
等
学
校
に
在
学
。
陸
上
競

技
・
女
子
１
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
の
種
目
で
、

平
成
29
・
30
年
度
宮
崎
県
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
お
よ
び
全
九
州
高
等
学
校
体
育

大
会
南
九
州
地
区
予
選
大
会
で
、
2
年
連

続
優
勝
と
い
う
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

20
．
中な

か

村む
ら　

　

新あ
ら
た 

平
成
10
年
4
月
か
ら
平
成
30
年
3
月
ま

で
の
20
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
三
股
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
活
動
。『
み

ま
た
ん
霧
島
パ
ノ
ラ
マ
ま
ら
そ
ん
』の
運

営
を
は
じ
め
、
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
、
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
賞（
体
育
部
門
・
個
人
）

21
．
溝み

ぞ

口ぐ
ち　

良よ
し

信の
ぶ

平
成
17
年
か
ら
現
在
ま
で
、
三
股
町
陸

上
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
13
年
間
務
め
ら
れ
て

お
り
、本
町
の
陸
上
競
技
の
普
及
、発
展
に

尽
力
。
陸
上
競
技
者
と
し
て
の
経
験
を
生

か
し
た
指
導
で
、
毎
年
多
く
の
有
力
選
手

を
各
種
大
会
の
入
賞
に
導
か
れ
て
い
ま
す
。

功
労
賞（
体
育
部
門
・
団
体
）

22
．
三
股
ブ
ル
ー
ス
カ
イ

平
成
30
年
度「
高
円
宮（
た
か
ま
ど
の

み
や
）賜
杯
第
38
回
全
日
本
学
童
軟
式
野

球
大
会
」に
宮
崎
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、

第
3
位
入
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
功
績
を

収
め
ら
れ
ま
し
た
。

23
．
三
股
中
学
校 

弓
道
部 

平
成
30
年
度「
第
39
回
九
州
中
学
生
弓

道
大
会
」に
出
場
し
、
団
体
男
子
の
部
で

優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら

れ
ま
し
た（
三
股
中
学
校
弓
道
部
の
町
表

彰
受
賞
は
4
回
目
に
な
り
ま
す
）。

善
行
賞

24
．
榮さ

か
え　

　

末す
え

次つ
ぐ

平
成
20
年
か
ら
現
在
ま
で
、
主
に
役
場

周
辺
の
通
学
路
に
て
、
日
常
的
に
小
・
中

学
生
な
ど
の
通
学
時
の
街
頭
指
導
や
見
守

り
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
確
保
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

25
．
清し

水み
ず　

美み

佳か

平
成
15
年
か
ら
現
在
ま
で
、
日
本
骨
髄

バ
ン
ク
九
州
地
区
普
及
広
報
員
と
し
て
、

県
内
外
で
啓
発
を
行
い
、
骨
髄
移
植
支
援

事
業
の
拡
大
や
骨
髄
バ
ン
ク
の
普
及
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
股
町
社
会
福
祉
功
労
者
等
表
彰

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
表
彰

越こ
し

牟む

田た 

正ま
さ

明あ
き

平
成
11
年
か
ら
20
年
間
、
遺
族
協
助
白

菊
会
の
要
職
に
あ
り
、英
霊
顕
彰
運
動
や
処

遇
改
善
運
動
の
推
進
、組
織
の
拡
充
強
化
な

ど
、福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

内う
ち

村む
ら　

征ゆ
く

生お

20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
遺
族
協
助
白
菊

会
の
要
職
に
あ
り
、
慰
霊
行
事
の
開
催
を

は
じ
め
戦
没
者
福
祉
の
増
進
、
処
遇
改
善

運
動
の
推
進
な
ど
、
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

政ま
さ

野の　

信し
ん

市い
ち

平
成
元
年
の
視
覚
障
害
者
福
祉
会
立
ち

上
げ
以
降
、
障
が
い
児
者
連
絡
協
議
会
役

員
・
評
議
員
等
を
務
め
、
永
き
に
わ
た
り

任
務
を
献
身
的
に
行
い
、
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

中な
か

内う
ち　

弘ひ
ろ

美み

昭
和
50
年
の
身
体
障
害
者
連
絡
協
議
会

入
会
以
降
、
役
員
等
と
し
て
同
会
の
活
動

に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
永
き
に
わ
た
り

組
織
強
化
や
育
成
強
化
な
ど
、
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
三
股
会
長
表
彰

永
年
役
員
の
部

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
山
王
原 

白
寿
会

野の

中な
か　

　

功い
さ
お

寺
柱
老
人
ク
ラ
ブ 

楽
寿
会

児こ

玉だ
ま　

　

浩ひ
ろ
し

／
桑く

わ

畑は
た　

芳よ
し

江え

小
鷺
巣 

若
竹
会

大お
お

峰み
ね　

幸ゆ
き

雄お

轟
木
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

小こ

牧ま
き　

　

力つ
と
む

仮
屋
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

兒こ

玉だ
ま　

峰み
ね

孝た
か

三
原 

豊
寿
会

有あ
り

田た　
　

勉つ
と
む

／
中な

か

原は
ら　

征ま
さ

男お

１１月３日、町は町立文化会館で平成 30 年度
三股町表彰式を開催し、35 人と２団体を表彰し
ました。これは、町政の振興や町民福祉の増進、
文化の発展向上などに功績のあった個人、団体を
顕彰するもので、今年は町制施行 70 周年記念式
典の中で表彰式を行いました。なお、受賞者の皆
さんとその功績は次のとおりです（敬称略）。

平成30年度 三 股町表彰式

表彰者の整列順

三股町社会福祉功労者等表彰

功績をたたえて

１2345６７８９

10

11

12
1314151617

181920
21

22232425

町
長議

長
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〜大人も一緒に「食育」〜
いきいき げんき！ ★健康バランス食実践のために★

● 問い合わせ：町健康管理センター  ☎52−8481毎月19日は
食 育 の 日

旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいこと尽くしです。旬の食
材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

★１2月の旬の食材　タラ、ニンジン、カブ、ホウレンソウ、小松菜（材料は全て1人分です）。

Culture
◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

●「
温
故
知
新
」に
よ
る
魂
の
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
11
日
、
自
主
文
化
事
業「
温
故
知
新

＋
魂
を
揺
さ
ぶ
る
歌
・
魂
に
響
く
和
太
鼓
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
温
故
知
新
」と
は
、津
軽
三
味
線
石
井
流

家
元
・
石い
し

井い

秀し
ゅ
う

弦げ
ん

と
ド
ラ
ム
ス
＆
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ニ
ス
ト
・
上う
え

之の

園ぞ
の

謙け
ん

治じ

の
音
楽
ユ
ニ
ッ

ト
で
、こ
れ
ま
で
に
バ
イ
オ
リ
ン
、琴
や
尺
八

な
ど
和
と
洋
の
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
家
と
共
演

し
、
新
し
い
試
み
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、W

ウ

ー

ピ

ン

hoopin

（
ゴ
ス
ペ
ル
歌
手
）、

岩い
わ

切き
り

響き
ょ
う

一い
ち（

和
太
鼓
奏
者
）、
遠と
お

山や
ま

淳じ
ゅ
ん（

ア
レ

ン
ジ
ャ
ー
・
キ
ー
ボ
ー
デ
ィ
ス
ト
）
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。演
奏
曲
は
、津
軽

民
謡
、り
ん
ご
追
分
、ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ

イ
ス
な
ど
11
曲
。三
味
線
の
深
い
音
色
、和
太

鼓
の
力
強
い
音
、
ゴ
ス
ペ
ル
の
心
揺
さ
ぶ
る

声
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
華
や
か
な
音
色
が
融
合
し
た

音
楽
が
観
客
の
魂
に
響
き
、
会
場
が
一
体
と

な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

●
ク
リ
ス
マ
ス
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
23
日（
日
）、
自
主
文
化
事
業

「F

フ
シ
オ
ン
・

usión d
デ
・

e l
ラ
・

a p

パ
シ
オ
ン

asión V

～
音
楽
は
時
代

の
か
き
ね
を
超
え
て
～
」が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
公
演
は
、
本
町
在
住
の
ギ
タ
リ
ス
ト

愛あ
い

川か
わ

義よ
し

夫お

が
率
い
る
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト「
カ
ル

テ
ッ
ト 

ナ
ダ 

マ
ス 

イ 
ナ
ダ 

メ
ノ
ス
」に

よ
る
、
今
年
で
５
回
目
と
な
る
ジ
ャ
ズ
と
ラ

テ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

出
演
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
愛
川
義

夫（
ギ
タ
ー
）、
大お
お

西に
し

洋よ
う

介す
け（
ピ
ア
ノ
）、
坂さ
か

元も
と

陽よ
う

太た
（
ベ
ー
ス
）、
谷た
に

口ぐ
ち

潤ひ
ろ

美み
（
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
）に
、今
年
の
ゲ
ス
ト
・
村む
ら

上か
み

由ゆ

宇う

月づ
き

（
三
味
線
）を
加
え
た
５
人
。異
な
る
個
性
を

放
つ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
聴
き
な
じ
み
の
あ

る
曲
を
ラ
テ
ン
・
ジ
ャ
ズ
風
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
上
質
な
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
、
す
て
き
な
音
楽
を

聴
い
て
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
本
紙
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「 温故知新 」コンサート本番の様子

「Fusión de la pasión」昨年の様子

Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889 ─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200 FAX.51-3751

ナイトコンサートの様子
き
ま
し
た
。
子
ど
も
を
対
象
に
行
っ
た「
か

し
だ
し
た
い
け
ん
」で
は
、
多
数
の
参
加
が

あ
り
、
自
分
が
借
り
る
本
の
貸
し
出
し
手
続

き
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
４
回
目
の
特
別
展
示
と
な
っ
た
、

図
書
館
の
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
お
す
す
め
の
本

を
紹
介
す
る「
図
書
館
員
の
本
棚
」や
図
書
館

の
こ
と
が
よ
く
分
か
る「
図
書
館
だ
よ
り
」の

掲
示
、
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
、
手
作
り
読
書
手

帳
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
新
し
い
イ
ベ
ン
ト「
本
ク
イ
ズ

こ
の
本
な
～
ん
だ
？
」や「
本
お
み
く
じ
」な

ど
、
図
書
館
や
読
書
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
企
画
も
あ
り
、大
好
評
で
し
た
。

●
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
を
開
き
ま
す

12
月
22
日（
土
）午
前
11
時
か
ら
、「
ク
リ

ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」を
行
い
ま
す
。
館
内

に
は
ク
リ
ス
マ
ス
絵
本
を
多
数
揃
え
て
い
ま

す
。
絵
本
を
通
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節

を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

●�「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」を

開
催
し
ま
し
た

10
月
11
日
の
午
後
７
時
か
ら
、〝「
ほ
ん
」

と「
お
ん
が
く
」が
紡
ぐ
世
界
〟と
題
し
て

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
出
演
は
、
都

城
市
在
住
で
子
供
参
加
型
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ

ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
司
会
な
ど
幅
広
い

表
現
活
動
を
展
開
し
て
い
る
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
・
天あ
ま

野の

る
り
子こ

さ
ん
と
、
町
内
在
住
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
演
奏
者
・
愛あ
い

川か
わ

義よ
し

夫お

さ

ん
。
美
し
い
ソ
プ
ラ
ノ
の
歌
声
と
魅
力
あ
る

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
音
色
が
館
内
に
響
き

渡
り
ま
し
た
。
楽
曲
の
解
説
を
交
え
な
が
ら
、

日
本
の
童
謡
や
ス
ペ
イ
ン
民
謡
な
ど
９
曲
が

演
奏
さ
れ
た
他
、
金
子
み
す
ゞ
の
詩
集
や
絵

本
の
朗
読
も
あ
り
、
図
書
館
な
ら
で
は
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
に

は
約
50
人
の
観
覧
者
が
あ
り
、
秋
の
夜
長
に

「
お
は
な
し
」と「
お
ん
が
く
」の
時
間
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

●
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト
大
盛
況
！

10
月
27
日
～
11
月
９
日
の
読
書
週
間
中
、

た
く
さ
ん
の
人
に
図
書
館
へ
ご
来
館
い
た
だ

雑誌リサイクルの様子

外国語指導助手のコーナー

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
？

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
」

を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
実
は
、

ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。日
本
の
友
だ
ち
に「
バ
ケ

ツ
、も
う
頼
み
ま
し
た
か
？
」と
聞
か
れ
た

と
き
、と
て
も
驚
き
ま
し
た
。「
バ
ケ
ツ
」が

何
の
こ
と
か
分
か
ら
ず
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

の
チ
キ
ン
バ
ケ
ツ
だ
と
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
初
め
て
聞
い
た
話
で
し
た
。ア

メ
リ
カ
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
ケ
ン

タ
ッ
キ
ー
の
店
は
開
い
て
い
ま
せ
ん
。な

ぜ
な
ら
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
日
本

の
正
月
と
同
じ
で
、
家
族
と
一
緒
に
過
ご

す
日
だ
か
ら
で
す
。そ
れ
に
、ク
リ
ス
マ
ス

に
は
チ
キ
ン
で

は
な
く
、
ハ
ム

や
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
を
食
べ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。ア
メ
リ
カ
で
は
、11
月
の
第
3
木

曜
日
が
感
謝
祭
で
、
料
理
は
必
ず
七
面
鳥

で
す
。そ
の
七
面
鳥
は
８
㌔
ほ
ど
あ
り
、１

回
で
は
食
べ
切
れ
ず
、
そ
の
後
は
毎
日
七

面
鳥
を
食
べ
ま
す
。朝
ご
飯
に
七
面
鳥
の

オ
ム
レ
ツ
、
昼
ご
飯
に
七
面
鳥
の
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
、
そ
し
て
晩
ご
飯
に
七
面
鳥
の
シ

チ
ュ
ー
な
ど
で
す
。感
謝
祭
が
終
わ
っ
て

も
、
残
っ
た
七
面
鳥
を
食
べ
続
け
る
の
で
、

12
月
に
は「
鳥
肉
は
し
ば
ら
く
い
ら
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

町制施行70周年記念行事実行委員会便り
【最終回】

デレック・ライト

実行委員会便りを終了します
町役場職員の有志による「町制施行70周年記念行事実

行委員会」を立ち上げて早２年半。節目となる70周年を、
多くの町民の皆さんに知っていただくために活動してき
ました。特に、本町の今後を担う若い世代をターゲット
に、オリジナルロゴを製作し、缶バッジ、ピンバッジ、名
刺などを使った広報・周知を行うことができました。町
民の皆さんのご協力で、11 月３日に開催した記念式典
も盛況のうちに終え、１年間連載したこの実行委員会便
りも今回で終了となります。80周年、100周年を「『みま
た』に住んで良かった」と感じながら迎えていただける
よう、町民の皆さんとの協働によるまちづくりを進めて
いきますので、今後ともご協力をお願いします。

（実行委員一同）

■お問い合わせ＝企画商工課☎52−9085

◎主食　ご飯
 168㌔㌍　塩分0㌘
材　料　�ご飯…100㌘

◎主菜　タラのブイヤベース
 181㌔㌍　塩分1.5㌘
材　料　��タラ…1切れ(70㌘)、アサリ(殻付き)…70㌘、白ワイン…大さじ1、

煮干しだし(水１00㍉㍑、煮干し5㌘ )、タマネギ…25㌘、ニンジ
ン…10㌘、セロリ…10㌘、カブ…80㌘、おろしニンニク…小さ
じ1/3、赤トウガラシ…1/4本、トマトの水煮…50㌘、塩…小さ
じ1/4、オリーブ油…大さじ1/2、コショウ、ローリエ

作り方　�①タラは一口大に切って、塩湯にさっとくぐらせる。アサリは殻を
こすり洗いして、水気を切る。②フライパンにアサリと白ワインを
入れてふたをして、中火でアサリの口が開くまで蒸し煮する。取り
出して煮汁は煮干しだしと合わせておく。③タマネギは薄切り、ニ
ンジンは千切り、セロリは筋を除き、細切りにする。セロリの葉は
細かく切る。カブはくし切りにする。④フライパンにオリーブ油と
おろしニンニクを入れて弱火で熱し、香りが出たらタマネギ、ニン
ジン、セロリ、赤トウガラシを炒める。⑤トマトの水煮をつぶして、
汁ごと、だし汁、ローリエ、カブを加え中火にし、煮立ったら弱火
にして煮る。⑥カブが軟らかくなったらタラを加えて煮る。アサリ
を加え塩コショウをふり、セロリの葉をちらす。

◎副菜　青菜の磯和え
 16㌔㌍　塩分1.0㌘
材　料　�ホウレンソウ…50㌘、小松菜…20㌘、焼き海苔…1/2枚、しょう

油…小さじ1

作り方�　�①ホウレンソウと小松菜は色よく茹で、水気を搾り、長さ3㌢に切る。
②しょう油を絡め、ちぎった海苔を和える。

◎副菜　煮干しの甘辛炒め
 52㌔㌍　塩分0.7㌘　
材　料　�だしをとった後の煮干し、片栗粉…小さじ1/2、油…小さじ1/2、み

りん…小さじ1/2、しょう油…小さじ1/3、ゴマ…小さじ1/4、青海
苔…小さじ1/4

作り方　�①水気をふき取った煮干しに片栗粉をまぶし、油を熱したフライパ
ンで炒める。②みりんとしょう油で味付けして、ゴマと青海苔をま
ぶす。

◎もう一品　ニンジンミルクゼリー
 180㌔㌍　塩分0.1㌘（材料は6個分です）　
材　料　�ニンジン…400㌘、ハチミツ…60㌘、砂糖…60㌘、レモン汁…大さ

じ2、牛乳…250㍉㍑、粉ゼラチン…5㌘、水…大さじ2、ホイップ
クリーム…適量

作り方　�①ニンジンは皮付きのまま厚さ１㌢の輪切りにして、ひたひたの水
で軟らかく茹でる。②ニンジンと1カップのゆで汁をミキサーにか
ける。③なめらかになったニ
ンジンを鍋に入れ、ハチミツ、
砂糖、レモン汁を入れて火に
かけ、トロッとしたら火を止
める。④水でふやかした粉ゼ
ラチンを混ぜ溶けたら、牛乳
も加えてよく混ぜる。⑤器に
入れて冷やし固める。ホイッ
プを飾る。

広報みまた 2018.129 8広報みまた 2018.12



平
成
30
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
で
、

岩い
わ

元も
と

兼か
ね

夫お

さ
ん
が「
旭

き
ょ
く

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う」

を
受
章
し
ま
し
た
。11
月
６
日
に

県
庁
で
県
知
事
に
よ
る
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
16
日
に
町
長
へ
報
告
し

ま
し
た
。岩
元
さ
ん
は
中
原
自
治

公
民
館
長
を
21
年
以
上
務
め
、
そ

の
間
に
民
生
委
員
・
児
童
員
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。館
長
と
し
て
支
部
未
加
入
世

帯
へ
の
勧
誘
や
地
域
行
事
へ
の
参

加
を
呼
び
掛
け
、
就
任
当
初
は
約

60
％
だ
っ
た
加
入
率
は
97
％
に
増

加
。幅
広
い
年
代
が
触
れ
合
う
場

を
作
る
な
ど
し
た
功
績
が
評
価
さ

れ
、今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

ちの話題ま
MIMATA TOWN'S TOPICS

参
加
者

松ま
つ

山や
ま

隼し
ゅ
ん

大た

く
ん

（
三
股
西
小
５
年
）

「
最
初
は
、
慣
れ
な
く
て
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
次

第
に
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
お
餅
を

食
べ
る
の
が
待
ち
遠
し

い
で
す
」

10
月
24
日
、
わ
か
ば
保
育
園

︵
堂ど

う

村む
ら

早さ

百ゆ

合り

園
長
、
95
人
︶
の
園

児
14
人
が
、
園
近
く
の
畑
で
サ
ツ

マ
イ
モ
掘
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
園
を
卒
園
し
た
子
ど

も
の
親
で
あ
る
馬ま

渡わ
た
り

幸こ
う

一い
ち

さ
ん

が
収
穫
す
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
も

ら
お
う
と
畑
の
一
部
を
提
供
し
て

実
現
。園
児
た
ち
は
馬
渡
さ
ん
や

職
員
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら

両
手
で
土
を
ど
け
た
り
、
つ
る
を

持
っ
て
引
っ
張
っ
た
り
し
て
、
掘

り
出
し
て
い
ま
し
た
。大
き
な
イ

モ
を
手
に
す
る
と「
大
き
い
よ
」

「
見
て
見
て
」と
歓
声
を
あ
げ
て
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

ご
ろ
ご
ろ
出
て
く
る
芋
に
歓
喜

園
児
が
サ
ツ
マ
イ
モ
堀
り
に
挑
戦

協
力
者

馬ま

渡わ
た
り

幸こ
う

一い
ち

さ
ん

（
山
王
原
在
住
）

「
子
ど
も
が
お
世
話
に
な
っ
た
園
に
何
か
恩
返

し
が
で
き
れ
ば
と
企
画
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
て
う
れ

し
い
で
す
」

11
月
10
日
か
ら
町
の
観
光
地
、

長
田
峡
公
園
で
初
め
て
の
夜
間
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
県
や「
宮
崎
を
ひ
か
り
で

変
え
る
委
員
会︵
県
建
築
士
会
︶」

と
の
共
催
で
、
景
観
の
魅
力
向
上

の
社
会
実
験
の
一
環
で
す
。地
元

住
民
の
協
力
を
受
け
て
、
赤
く
色

づ
い
た
モ
ミ
ジ
、
峡き

ょ
う
こ
く谷

の
岩
肌
や

人
工
滝
が
ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
れ
、

昼
間
と
は
違
う
幻
想
的
な
空
間
を

演
出
し
て
い
ま
す
。公
園
に
は
散

策
す
る
人
や
撮
影
を
楽
し
む
人
た

ち
が
連
日
訪
れ
て
い
ま
す
。
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
は
、
毎
日
午
後
５
～
８

時
、
12
月
14
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

長
田
峡
で
紅
葉
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

幻
想
的
な
夜
の
景
観
に
演
出

10
月
28
日
、
町
文
化
協
会︵
井い

の

上う
え

美み

智ち

子こ

会
長
︶は
、町
立
文
化
会

館
で「
第
32
回
芸
能
発
表
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。今
年
は
各
団
体
の

師
匠
の
和
太
鼓
な
ど
の
演
奏
や
舞

踊
に
加
え
、
町
制
70
周
年
を
記
念

し
て
、
町
の
郷
土
芸
能
も
披
露
さ

れ
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、町
内
で
活

動
す
る
22
団
体
か
ら
約
３
０
０
人

が
出
演
し
、
日
頃
の
稽
古
の
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。次
々
と
披
露

さ
れ
る
多
彩
な
演
目
に
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、同
協
会
発

展
に
貢
献
し
た
功
労
者
７
人
へ
の

感
謝
状
授
与
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。︵
敬
称
略
︶豊と

よ

丸ま
る

次つ
ぎ

子こ

︵
舞
踊
︶

石い
し

崎ざ
き

良り
ょ
う

子こ

︵
同
︶横よ

こ

山や
ま

洋よ
う

子こ

︵
同
︶

福ふ
く

重し
げ

信の
ぶ

子こ︵
大
正
琴
︶川か

わ

上か
み

千ち

代よ

子こ

︵
押
花
︶
下し

も

沖お
き

フふ

ミみ

子こ

︵
書
道
︶
西に

し

田だ

政ま
さ

代よ

︵
木
目
込
み
人
形
︶

受
賞
者

岩い
わ

元も
と

兼か
ね

夫お

さ
ん

（
中
原
在
住
）

「
今
回
の
受
章
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
今
後
も
地
域

の
繋
が
り
、
発
展
の
た
め
に
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
」

岩
元
兼
夫
さ
ん

旭
日
単
光
章
を
受
章

10
月
12
日
、
三
股
西
小
学
校

︵
後ご

藤と
う

世よ

志し

哉や

校
長
、８
０
０
人
︶

の
５
年
生
児
童
が
、
同
校
近
く
の

田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
を
体
験
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
６
月
に
田
植
え
体

験
を
し
た
稲
が
収
穫
時
期
を
迎
え

た
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
鎌
を

使
っ
て
丁
寧
に
刈
り
取
っ
て
い
ま

し
た
。農
業
生
産
法
人
よ
し
き
農

園︵
和わ

田だ

善よ
し

秋あ
き

理
事
長
︶
の
メ
ン

バ
ー
の
協
力
を
受
け
て
、
テ
ン
ポ

よ
く
無
事
に
収
穫
は
完
了
。収
穫

し
た
米
は
、
12
月
に
同
校
で
餅
つ

き
大
会
を
行
い
、
協
力
者
を
招
待

し
お
礼
と
し
て
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

黄
金
色
の
稲
穂
に
歓
声

三
股
西
小
児
童
が
稲
刈
り
体
験

10
月
20
日
に
、
霧
島
お
い
も

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で「
霧
島
紅
か
ぐ

ら
収
穫
祭
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。白

ハ
ト
食
品
工
業
㈱
が
実
施
し
て
い

る
企
画
で
、自
社
の﹃
お
芋
株
オ
ー

ナ
ー
﹄
登
録
者
を
対
象
に
、
苗
植

え
と
収
穫
の
時
期
に
合
わ
せ
て
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
日
の
参
加
者
は
85
人
で
、
芋
の

収
穫
体
験
、
工
場
見
学
や
昼
食
会

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。手
堀
り

や
機
械
を
使
っ
た
収
穫
で
は
、
大

き
な
芋
を
掘
り
当
て
た
子
ど
も
た

ち
が
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
ナ
ー
の
元
に
は
、
収
穫
後
に

熟
成
さ
せ
た
芋
が
届
き
ま
す
。

大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
に
歓
声

霧
島
紅
か
ぐ
ら
収
穫
祭

「
大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
を
引
き
抜
く
の
が
大
変

で
し
た
。初
め
て
乗
っ
た
収
穫
機
械
が
楽
し
か
っ

た
で
す
」

参
加
者

温ぬ
く

水み
ず

　
碧あ
ん

さ
ん

（
都
城
市
在
住
）

10
月
21
日
、
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
元
気
の
杜
」
で「
第
22
回

み
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
」

︵
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
・

町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
︶
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
分
に

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
見

つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎

年
開
か
れ
て
い
ま
す
。会
場
内
で

は
物
品
販
売
、
読
み
聞
か
せ
や
押

し
花
体
験
な
ど
を
実
施
。
メ
イ
ン

ス
テ
ー
ジ
で

は
、舞
踊
、演

奏
や
手
話
な

ど
が
披
露
さ

れ
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
ま

し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の

輪
は
着
実
に

広
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

福
祉
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
披
露 

芸
能
発
表
会

【お問い合わせ】
町都市整備課＝
☎︎52-9067

７
月
12
日
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会︵
大お

お

浦う
ら

芳よ
し

英ひ
で

会
長
、１
１
５
１

人
︶
が
、
元
気
の
杜
広
場
な
ど
で

「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
三
股
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。こ
れ
は
、健
康
で
豊
か
な
老

後
の
生
活
の
育
成
と
、
高
齢
者
相

互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
町
内
24
ク
ラ
ブ
か
ら

１
８
６
人
が
参
加
。３
ラ
ウ
ン
ド

24
ホ
ー
ル
を

回
り
、そ
の
合

計
打
数
で
上

位
を
競
い
ま

し
た
。参
加
者

は
、地
区
の
枠

を
越
え
て
交

流
を
図
り
、会

場
に
は
笑
い

声
が
響
い
て

い
ま
し
た
。

会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

10
月
20
日
、
町
立
文
化
会
館
で
、

町
教
育
委
員
会
主
催
の「
文
教
み

ま
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。町
教
委
は
10
月
の

第
３
土
曜
日
を「
三
股
町
教
育
の

日
」と
制
定
。こ
れ
を
記
念
し
て
開

催
す
る
も
の
で
、
今
年
で
５
回
目

と
な
り
ま
す
。こ
の
日
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ

の
実
践
事
例
発
表
、
国
内
海
外
派

遣
事
業
の
成
果
報
告
や
児
童
生
徒

の
意
見
作
文
発
表
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。ま
た
、本
町
の
歴
史
、文

化
や
自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
創
作

劇「
見
て
い
る
よ
」を
勝
岡
小
５
年

生
が
元
気
に
発
表
。会
場
は
大
き

な
拍
手
が
響
き
ま
し
た
。

教
育
活
動
の
成
果
を
発
表

文
教
み
ま
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

意
見
作
文
発
表
者

池い
け

田だ

光み
つ

流る

く
ん

（
長
田
小
６
年
）

「
舞
台
上
で
の
発
表
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、長
田
小

の
良
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」
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お知らせ Mimata Information

学予定の人
※ 平成31年３月31日以前に町外へ

転出する場合や、世帯の状況が変
わって就学援助の要件に該当しな
くなった場合は対象となりません。
また、入学前支給を受けた後で、町
外へ転出した場合は、転出先自治
体へ「新入学児童生徒学用品費」の
支給を行ったことを通知します。

■提出期限＝
お子さまが在学する（入学予定の）各
小・中学校にお問い合わせください。

■認定審査の方法＝
提出された申請書などにより、学校
長と民生委員・児童委員などの意見
を参考にしながら町教育委員会で審
査して認定します。

■審査結果のお知らせ＝
「新入学児童生徒学用品費」の入学
前支給を希望した申請者には３月上
旬ごろ、その他の申請者には４月中
旬ごろに審査結果をお知らせします。
■お問い合わせ＝
教育課 学校教育係
☎52－9314

スポーツを通して障害に対する県民
の理解を深め、障害者の社会参加を推
進することを目的に「宮崎県障がい者
スポーツ大会」を開催します。

さまざまな競技が行われますので、
ぜひご参加ください。
■期日＝平成31年５月12日（日）
■ 場所＝KIRISHIMAヤマザクラ宮崎

県総合運動公園ほか
■ 参加資格＝県内に住む13歳以上（平

成31年4月1日現在）の人で、次の要
件を満たす人。
① 身体の部：身体障害者手帳の交付

を受けている人。
② 知的の部：療育手帳の交付を受け

ている人、またはこれに準ずる障

害がある人。
③ 精神の部：精神保健福祉手帳の交

付を受けている人、またはこれに
準ずる障害がある人。

■開催競技＝

■申込期限＝平成31年1月23日（水）
■お申し込み・お問い合わせ＝

福祉課 社会福祉係
☎52－9061

農作物病害虫の越冬生息源の撲滅を
目的に、町内一斉で水田と畑の「あぜ焼
き」を実施します。町民の皆さんのご協
力をお願いします。
■期日＝平成31年１月20日（日）
■時間＝午後１時～４時
※ 実施する場合は、午後１時に消防演

習サイレンを吹鳴します。また、雨天
などで延期する場合は、当日の午前
中に広報塔でお知らせします。順延
日は、平成31年１月27日（日）同時刻
となります。

■ 実施地域＝町内全域の水田・畑のあ
ぜなど

■ 巡回指導＝各地域農業集団長、各地
区農事振興会長、各集落営農集団長、
町農業振興課職員

※ 担当する地区内で実施地域以外への
延焼や作物などへの被害が出ないよ
うに、啓発や見回りを行います。

■ 防火対策＝町消防団が、飛び火警戒
に当たります。

■注意事項＝

①火入れ時間を必ず守ってください。
②一人での作業はしないでください。
③ 風の強い場所では焼かないでくだ

さい。
④ 建物や山の近くでは焼かないでく

ださい。
⑤ 延焼を防ぐための備えを行い、火

付けをしてください。
⑥ 場所を移動するときは、完全な消

火の確認をしてください。
⑦ 危険箇所への火入れを行うときは、

各地区の消防団・地域農業集団長・
農事振興会長・自治公民館長にご
連絡ください。※山林や人家の近
くでのあぜ焼きには特にご注意く
ださい。

⑧ JR線路の敷地内には、ケーブルが
埋設してあるため、あぜ焼きはで
きません。

■お問い合わせ＝
町農業振興対策協議会

（農業振興課 農政企画係内）
☎52－9086

■寄付者一覧
平成30年10月１日から10月31日まで
社会福祉法人　三股町社会福祉協議会
●忌明寄付

●一般寄付
三股町ボランティア連絡協議会
会長 竹元 仁伍 ………………15,509円

町教育委員会では、経済的な理由で
就学が困難な児童・生徒または入学予
定者の保護者に対して、学校給食費や
学用品費などに係る経費の一部を援助
しています。援助を希望される人は、お
子さまの在学する（入学予定の）学校へ
申請を行ってください。　　　
■援助を受けることができる人＝

生活保護受給者に準ずる程度に困窮
しており、町就学援助規則第２条に
該当する保護者。

■援助の内容＝
①学用品費など　②新入学児童生徒
学用品費（年度当初に認定された新
小学・新中学１年生のみ）　③校外活
動費　④修学旅行費　⑤学校給食費
⑥医療費　⑦日本スポーツ振興セン
ター共済掛金

※ いずれも別に定める限度額の範囲内
で援助します。

■申請方法＝
・ 各学校に用意してある「就学援助

費受給申請書」に必要事項を記入
し、必要書類を添えて、お子さまの
在学する（入学予定の）学校に提出
してください。

※申請書は、学校ごとに１枚必要です。
※手続きは毎年必要です。

■ 新入学児童生徒学用品費の入学前支
給について＝
来年度、新小学1年生もしくは新中学
1年生になる子どもの保護者に対し
て、「就学援助の内容」のうち、新入
学児童生徒学用品費の支給を入学前
に実施します。
※ 入学前支給を申し込むことができ

る人は、次の要件を全て満たす人
です。

⑴ 「就学援助を受けることができる
人」に該当すること

⑵ 申請する時点で町内に住んでいる人
⑶ お子さまが町立の小・中学校また

は国・県が設置する小・中学校に入

寄 付 者 故人名 続柄 年齢 地区 金額

愛のご寄付
第18回「宮崎県障が
い者スポーツ大
会」の出場者を募
集します

●年　末
【ごみステーションの収集最終日】
　■燃えるごみ＝12月28日（金）
　■燃えないごみ＝12月27日（木）
　■資源ごみ（空き缶・瓶）＝12月20日（木）
　■資源ごみ（白色トレイ・ペットボトル）＝12月13日（木）
※�①きちんと分別して②指定ごみ袋に入れて③収集日の午前８時までにごみス
テーションに出してください。

【個人による搬入最終日】
　■燃えるごみ＝12月30日（日）
　■場所＝都城市クリーンセンター
　■時間＝午前８時30分～正午、午後１時～４時30分 

※ごみ処理手数料が掛かります。
・家庭ごみ＝50㌔ごとに250円
・事業ごみ＝100㌔ごとに500円

　■埋め立てごみ・資源ごみ（紙類・空き缶・瓶・白色トレイ・ペットボトル）
　　 ＝12月30日（日）
　■場所＝町一般廃棄物最終処分場
　■時間＝午前８時30分～正午、午後１時～４時30分
　※�各施設とも年末は特に混雑が予想されます。事前に分別をしっかり行って、
円滑なごみ処理にご協力ください。

●年　始（平成31年）
【ごみステーションの収集開始日】
　■ 燃えるごみ＝１月４日（金）
　■ 燃えないごみ＝１月24日（木）
　■ 資源ごみ（空き缶・瓶）＝１月17日（木）
　■ 資源ごみ（白色トレイ・ペットボトル）＝１月10日（木）
【個人による搬入開始日】
　■ 燃えるごみ＝１月４日（金）
　■ 場所＝都城市クリーンセンター
　■ 埋め立てごみ・資源ごみ（紙類・空き缶・瓶・白色トレイ・ペットボトル）

＝１月４日（金）
　■ 場所＝町一般廃棄物最終処分場
　■ お問い合わせ＝

環境水道課 環境保全係 ……………☎52－9082
都城市クリーンセンター …………☎45－6677
一般廃棄物最終処分場 ……………☎52－5424

年末年始のごみスケジュール

※�都城市リサイクルプラザでも、燃えないごみや資源ごみのほか、再利用でき
る家具や、使用可能な自転車などの受け入れを行っています。詳しくはお問
い合わせください。　都城市リサイクルプラザ　☎36－3900

【し尿処理】　 ■電話受け付け＝12月25日（火）まで
■最終収集日＝12月28日（金）まで　
■年始業務開始＝１月４日（金）から
■お問い合わせ＝㈱都城北諸地区清掃公社☎38－0234

平成31年度三股町就
学援助希望者の申
請を受け付けます

あぜ焼きを実施します

競技種目
身
体
の
部

知
的
の
部

精
神
の
部

陸上競技 ○ ○

水泳 ○ ○

卓球 ○ ○ ○

アーチェリー ○

フライングディスク ○ ○

ボウリング ○

バレーボール（精神） ○

ミニバレーボール ○

グラウンド・ゴルフ ○

ボッチャ ○

永 田 順 一有川キヨノ 母 100 蓼池 5万円
上 沖 藤

ふじ

廣
ひろ

キクヨ 母 97 谷 3万円
西 サ チ 子 重

しげ

治
はる

夫 91 蓼池 3万円
大 重　 紘

ひろし

ミツミ 妻 74 下新 3万円
細山田幸

ゆき

夫
お

フヂ 母 93 東原 3万円
西 村 ア サ 輝

てる

男
お

夫 90 仲町 3万円
時任ミチ子 典

すけ

夫
お

夫 86 東原 3万円
松 崎 清

せい

一
いち

フヂ 母 95 長田 3万円
隈 元 幸

ゆき

保
やす

京子 妻 80 梶山 3万円
久 保　 勇 テル 母 96 檪田 3万円
穝
さい

所
しょ

信
のぶ

博
ひろ

マスミ 母 91 勝岡 5万円
馬 渡 勝

かつ

久
ひさ

靜
しず

子
こ

妻 75 仮屋 5万円
嘉 藤 正

まさ

子
こ

和
かず

男
お

夫 81 下新 3万円
原口喜

き

代
よ

子
こ

庫
こう

市
いち

夫 71 上米 3万円
屋 敷 和

かず

久
ひさ

武
たけ

志
し

父 76 中米 10万円
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481
●赤ちゃん相談・健診

■期日＝平成31年１月10日（木）
■受付時間＝午後１時～１時30分
■対象者＝
・健診＝平成29年12月・平成30年６月、10月生まれ
・相談＝平成30年２月、４月、８月生まれ
■  準備するもの＝母子健康手帳（おっぱい相談希望者は

タオル３枚程度をご持参ください）
※ 子どもの月齢に応じて医師の診察を行います。おっぱ

い相談や栄養相談も実施しますので、ぜひご利用くだ
さい。

●２歳６カ月児歯科健診
■期日＝平成31年１月17日（木）
■受付時間＝午後１時～１時30分
■対象者＝

平成28年６月１日～平成28年７月31日生まれ
■準備するもの＝母子健康手帳
※ 当日は歯科の診察を行います。ことばの相談、栄養相

談も実施しますので、ぜひご利用ください。
●３歳６カ月児健診

■期日＝12月20日（木）
■受付時間＝午後１時～１時30分
■対象者＝
　平成27年５月１日～平成27年６月30日生まれ
■準備するもの＝母子健康手帳
※ ことばの相談、心理相談、栄養相談も実施しますので、

ぜひご利用ください。

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52−8101
●子育て支援センターに遊びに来ませんか？

子育て支援センターは、町総合福祉センター「元気の杜」
の中にあります。利用できるのは、未就学の子どもと保護
者です（保護者同伴が原則）。

月～木曜の午前９時～正午までと午後１時～３時までを
開放しています。また、開放日に合わせて、毎月楽しい行
事や教室を行っています。詳しくは、町社会福祉協議会の
公式サイトにも情報を掲載しています。

子どもと遊べる場所を探している、お友だちをつくりた
いお母さんは、ぜひ親子で遊びに来てください。
●友達つくろう！一緒にあそぼう！

子育て中のママたちのサークル「いもん子クラブ」と手
遊びや製作などで触れ合いましょう。

■期日＝12月20日（木）　
■時間＝午前10時30分～ 11時

●ふわふわ布絵本
ボランティアグループ「ふわふわ布絵本の会」の手作り

の作品を使ったおはなし会です。

■期日＝12月25日（火）　
■時間＝午前10時45分～ 11時15分

●ウルトラマン教室
子育ての悩み、発達の不安があれば気軽に話してみませ

んか？「小さな集団遊び」と「ひかり園の先生を交えてお
母さんの座談会」を行います。申し込みは不要です。

■期日＝平成31年１月９日（水）
■時間＝午前10時～ 11時30分
■講師＝ひかり園の先生
■ 場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室、子育

て支援センター
●おはなし会

読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」による
読み聞かせを行います。

■期日＝平成31年１月10日（木）
■時間＝午前10時30分～ 11時

●誕生会（12月・１月生まれのお友達）
■期日＝平成31年１月15日（火）
■時間＝午前10時～ 11時
■内容＝誕生日のお友だちをみんなでお祝いしましょう。

●英語であそぼう
外国語指導助手の先生と一緒に、親子で英語に慣れ親し

みながら楽しい時間を過ごしましょう。
■期日＝毎週水曜日（12月26日は休み）
■時間＝午後１時30分～２時30分
■講師＝ライト・デレック先生、リプリー・カラリー先生

ファミリー・サポート・センターたんぽぽからの
お知らせ
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ☎51−5688

当センターは、ご近所で助け合う子育てを組織化したも
のです。“依頼者は信頼・安心して預け、提供者は大切にか
わいがって預かってくれる”そんな、お互いにとって優しさ
や喜びが響き合うことを大切にしながら活動しています。

・子育てを手助けしてほしい人→おねがい（依頼）会員
・子育てを援助したい人→まかせて（提供）会員

育児を頑張りすぎていませんか？地域の人に甘えてみま
せんか？一人で悩まず、気軽に相談してください。急な用
事に備えて、念のため登録している人もたくさんいます。
＜現在行っている援助活動＞

用事やリフレッシュをしたいときの預かり、習い事・幼
稚園や保育園・児童館への送迎など
●利用料金（町が１人目のみ１時間200円を助成）

※助成後の料金を表記しています。

●まかせて会員の養成講習会を行います。
短距離の送迎や短時間育児など、困っているお母さんや

お父さんのお手伝いをしてみませんか？
預かる子どもの年齢・時間・援助内容は選ぶことができ

ます。講習会で基本的な知識を身に付けてから援助開始と
なります。※実際に活動するかどうかは、講習後に決める
ことができます。

■  日時＝ 平成31年２月20日（水）午前８時40分～午後３
時30分、２月21日（木）午前８時50分～ 11時

■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」
■内容＝ 保健師、小児科医、臨床心理士、管理栄養士、

保育士による保育の講習を行います。
※短時間に分けた受講や、託児希望者はご相談ください。
■お申し込み・お問い合わせ＝

ファミリー・サポート・センターたんぽぽ☎51－5688
（町総合福祉センター「元気の杜」子育て支援センター内）
※ 時間外の場合は留守番電話に、お名前・電話番号を

残してください。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481
●リズムウォーキング

健康運動実践指導者の指導で、音楽に合わせて歩く動作
を中心としたストレッチ運動をします。運動を始めるきっ
かけづくりとして参加してみませんか？

■期日＝１月21日（月）
■時間＝午前10時～ 11時
■準備するもの＝運動靴、タオル、水分
※動きやすい服装でお越しください。

●ノロウイルスに注意しましょう！
ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、一年を通

して発生していますが、特に冬季に流行します。ノロウイ
ルスは手指や食品などから口を通して感染し、腸内で増殖
し、嘔吐、下痢、腹痛などを引き起こします。感染力が非常
に強く、少量のウイルスでも感染・発症しますので、感染
予防、感染の拡大防止に努めましょう。
〜日常生活で気をつけること〜
・ 帰宅直後、調理の前後、食事の前、トイレの後は必ず手を

洗いましょう。
・ 適度な運動、栄養や睡眠などを十分に取って、体調を管

理しましょう。
・調理器具は家庭用塩素系漂白剤で消毒しましょう。
・加熱が必要な食材は、中心までしっかり加熱しましょう。

地域包括支援センターからのお知らせ
●三股町地域包括支援センター　☎52−8634
●認知症サポーターリーダーとは

認知症になっても、住み慣れた地域でいつまでも暮らせ

るような三股町を目指して活動をしている人たちを「認知
症サポーターリーダー」と呼んでいます。

町では、現在40人程度のリーダーの皆さんが、自分ので
きる範囲で活動を行っています。リーダーの皆さんと一緒
に活動をしてくださる人を募集しています。資格は不要で
す。認知症に理解があり、より住みやすい三股町になるよ
うに一緒に活動してみませんか？

興味のある人は、町地域包括支援センターまでご連絡く
ださい。

11月11日に開催された「三股町ふるさとまつり」では、
紙芝居やチラシを配布して啓発活動を行いました。

●足もと元気教室
■日程＝12月15日～平成31年１月14日までの分

保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

■�準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※12月1日～ 14日の日程は『広報みまた』先月号をご参照ください。

利用時間 １時間当たりの利用料

月～金曜（祝日を除く）　
午前７時～午後７時

子ども１人目のみ ……… 400円
兄弟利用２人目から …… 300円

月～金曜の早朝、夜間と
土曜・日曜・祝日

子ども１人目のみ ………600円
兄弟利用２人目から ……400円

地区名 時　間 場　所 期　日

1地区 午前9時30分～11時 第1地区分館
12月21日（金）

１月４日（金）

3地区 午後1時30分～ 3時 第3地区分館 1月10日（木）

4地区 午前9時30分～11時 第4地区分館 12月19日（水）

5地区 午後1時30分～ 3時 轟木集落館 12月20日（木）

蓼池 午前9時30分～11時 蓼池児童館 12月20日（木）

餅原 午前9時30分～11時 餅原営農研修館 12月17日（月）

三原 午後1時30分～ 3時 三原コミュニティ
センター 12月19日（水）

中原 午前9時30分～11時 中原コミュニティ
センター

12月26日（水）

1月9日（水）

下新 午前9時30分～11時 第7地区分館 1月11日(金)

8地区 午前9時30分～11時 第8地区分館 12月28日（金）

9地区 午後1時30分～ 3時 第9地区分館
12月26日（水）

１月９日（水）
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※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更する場合があります
ので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間急病センター☎36-8890まで）。なお歯
科については☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
平成30年12月２日（日）～平成31年１月１日（火）

みまたくらしのカレンダー

生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ● 税務財政課からのお知らせ

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第10位／平成30年９月30日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

23
歳
　
Ｔ
・
Ｋ

「『
今
』
の
延
長
線
」
②

私
は
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で「
ひ
き
逃
げ
事
件
」を

目
に
し
、「
な
ん
て
無
責
任
で
身
勝
手
な
奴
ら

だ
」と
感
じ
、刑
期
に
対
し
て
も「
人
を
殺
し
て

こ
ん
な
に
短
い
の
か
、こ
ん
な
奴
ら
な
ん
て
死

ん
で
償
え
ば
い
い
の
に
」と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、実
際
に
ニ
ュ
ー
ス
で
見
て
い
た
こ
と

と
同
じ
状
況
に
な
っ
た
私
は
、「
そ
ん
な
奴
ら
」

と
同
じ
過
ち
を
犯
し
た
の
で
す
。ま
さ
か
自
分

が「
事
故
」を
起
こ
し
、「
事
件
」へ
と
変
え
て
し

ま
う
と
は
全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。こ

れ
は
皆
さ
ん
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。で
も
、可

能
性
は
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
全
員
に
等
し
く
あ

る
の
で
す
。交
通
違
反
が
多
い
人
も
、
ゴ
ー
ル

ド
免
許
の
人
も
変
わ
ら
ず
に
同
じ
だ
け
交
通

事
故
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
あ
の
で
す
。当

た
り
前
す
ぎ
て
自
覚
し
て
い
る
人
は
少
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。少
し
思
い
返
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。過
去
に「
お
っ
と
、危
な
い
」と

運
転
中
に
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。人

そ
れ
ぞ
れ
、大
な
り
小
な
り
い
く
つ
か
あ
る
こ

と
か
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、私
も
あ
り
ま
し

た
。今
回
と
同
じ
よ
う
に
わ
き
見
を
し
て
、
前

の
車
に
近
づ
き
す
ぎ
た
り
、自
転
車
や
歩
行
者

を
見
落
と
し
、接
触
し
そ
う
に
な
っ
た
り
し
た

こ
と
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。「
危
な
か
っ
た
。

気
を
付
け
な
い
と
」と
、そ
の
と
き
は
思
っ
て
い

ま
し
た
。ま
た
、ギ
リ
ギ
リ
、間
一
髪
で
セ
ー
フ

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
自
分

は
何
か
あ
っ
た
と
き
も
対
処
で
き
る
」と
い
う

間
違
っ
た
自
信
や
安
心
感
を
生
ん
で
し
ま
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。本
当
は
、
私
の
運
転
に

対
す
る
警
告
だ
っ
た
の
に
気
付
く
こ
と
な
く
、

同
じ
行
動
を
取
り
、今
回
の
事
件
を
起
こ
し
た

の
で
す
。そ
う
考
え
て
み
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
、

あ
な
た
も
す
ぐ
近
く
に
危
険
が
あ
る
と
感
じ

ま
せ
ん
か
。ハ
ン
ド
ル
を
握
る
全
員
に
こ
の
こ

と
を
自
覚
し
て
欲
し
い
で
す
。い
つ
か
の「
今
」

が
、あ
な
た
の「
今
」に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。慢

心
運
転
を
し
て
い
れ
ば
、私
の
よ
う
な「
今
」に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。直
接
謝
る
こ
と
さ
え
、簡

単
に
は
で
き
ず
、謝
っ
た
と
し
て
も
一
生
許
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
罪
。こ
の
手
記
を
読
ん
で
く

だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
に
そ
れ
を
背
負
っ
て
欲
し

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。突
然
、大
切
な
家
族
を
奪

わ
れ
る
人
た
ち
も
増
え
て
欲
し
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。運
転
を
す
る
と
き
は
、ほ
ん
の
一
瞬
で
も

気
を
抜
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。何
の
罪
も
な
い

無
関
係
な
人
た
ち
の「
今
」
を
奪
っ
て
し
ま
わ

ぬ
よ
う
に
、確
実
で
安
全
な「
今
」を
築
い
て
く

だ
さ
い
。当
事
者
に
な
っ
た
私
か
ら
の
思
い
で

す
。被
害
者
の
方
、ご
遺
族
の
方
、そ
し
て
家
族
、

親
戚
、友
人
、会
社
。ま
わ
り
の
全
て
の
人
た
ち

を
悲
し
み
に
落
と
し
入
れ
て
し
ま
い
ま
す
。私

は
そ
の
罪
を
一
生
背
負
い
、何
を
す
る
こ
と
が

償
い
に
な
る
の
か
も
分
か
ら
ず
、人
生
を
償
い

と
し
て
生
き
て
い
き
ま
す
。こ
れ
が
、い
つ
か
の

「
今
」の
延
長
線
で
す
。

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさな
いよう、心の戒めにしていただきたいと
思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

（
全
２
回
）

◎ 今月の表紙

『可憐な舞い』

郷土芸能発表会
10月28日、町文化協会（井上美智子

会長）は、町立文化会館で「第32回芸
能発表会」を開催しました。写真は、藤
寿津会の舞台からの一こまです。当日、
子どもから高齢者まで幅広い年代層の
出演者が舞台上で日ごろの練習の成果
を発表。あでやかな衣装を身にまとっ
た出演者の皆さんによる舞踊、演奏や
合唱などの披露に、多くの観客が時間
の経過を忘れて見入ってました。

24 月

◎はしぐち小児科（小） ☎︎24-5500（都原町）

◎ライフクリニック（内） ☎︎39-2525（安久町）

◎あきづき医院（内・心内） ☎︎36-0534（上水流町）

◎メディカルシティ東部病院（外） ☎︎22-2240（立野町）

◎池之上整形外科（整・リハ・リウ） ☎︎23-2311（上川東）

◎中山産婦人科医院（産・婦）☎︎23-8815（前田町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
25 火 ◦可燃物
26 水

27 木 ◦不燃物
28 金 ◦可燃物 ◦図書館休館日

29 土

◎政所医院（小・内） ☎︎58-2171（高城町）

◎瀬ノ口医院（内・消） ☎︎25-5155（姫城町）

◎しげひらクリニック（内） ☎︎27-5555（神之山町）

◎もりやま脳神経外科（脳） ☎︎21-6888（久保原町）

◎石井皮膚科医院（皮） ☎︎23-4588（蔵原町）

◎いそいち産婦人科医院（産・婦） ☎︎22-4585（平塚町）

◦図書館休館日

30 日

◎仮屋医院（内・小） ☎︎36-0521（上水流町）

◎野辺医院（内・胃） ☎︎22-0153（上　町）

◎いづみ内科医院（内） ☎︎22-7111（鷹　尾）

◎柳田病院（脳・外） ☎︎22-4862（東　町）

◎なかむら整形外科クリニック（整） ☎︎36-5333（江平町）

◎岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎︎51-1187（三股町）

◦図書館休館日

31 月

◎畠中小児科医院（小） ☎︎52-6000（三股町）

◎三嶋内科（内） ☎︎24-7171（鷹　尾）

◎黒松病院（内） ☎︎38-1120（金田町）

◎たかお浜田医院（外・内） ☎︎22-8818（鷹　尾）

◎ならはら皮膚科医院（皮） ☎︎22-1455（志比田町）

◎小山田眼科医院（眼） ☎︎22-0710（松元町）

◦図書館休館日

１ 火

◎冨田医院（内・小） ☎︎23-4586（栄　町）

◎藤元総合病院（内） ☎︎22-1717（早鈴町）

◎大橋クリニック（内・消・リハ） ☎︎37-0539（庄内町）

◎三州病院（外・胃・内） ☎︎22-0230（花繰町）

◎横山病院（消） ☎︎22-2806（都島町）

◎野田医院（産・婦） ☎︎24-8553（蔵原町）

◦図書館休館日

2 日

◎久保原田中医院（内・小） ☎︎22-7700（久保原町）

◎坂元医院（内・胃） ☎︎22-0360（牟田町）

◎戸嶋病院（内） ☎︎22-1437（郡元町）

◎川畑医院（外・胃） ☎︎46-3225（年見町）

◎きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） ☎︎38-7300（吉尾町）

◎吹上耳鼻咽喉科医院（耳鼻） ☎︎21-4133（鷹　尾）

3 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
4 火 ◦可燃物
5 水

6 木

7 金 ◦可燃物
8 土

9 日

◎たけしたこども医院（小） ☎︎51-0005（三股町）

◎ベテスダクリニック（内） ☎︎22-1700（年見町）

◎大岐医院（内・胃） ☎︎57-2025（山之口町）

◎仮屋外科胃腸科医院（外・胃・内・肛） ☎︎25-7712（志比田町）

◎もちお蛯原医院（整・形） ☎︎21-5355（蓑原町）

◎宮田眼科病院（眼） ☎︎22-1441（蔵原町）

10 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
11 火 ◦可燃物
12 水

13 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
14 金 ◦可燃物
15 土

16 日

◎原田医院（内・小・外） ☎︎26-3330（郡元町）

◎伊達クリニック（内・循） ☎︎36-7088（牟田町）

◎ホームクリニックみまた（内・呼） ☎︎52-1348（三股町）

◎宗正病院（外） ☎︎22-4380（八幡町）

◎寺本整形外科医院（整） ☎︎22-1171（北原町）

◎西浦医院（耳鼻） ☎︎22-0715（松元町）

17 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
18 火 ◦可燃物
19 水 ◦図書館休館日
20 木 ◦缶・瓶
21 金 ◦可燃物
22 土

23 日

◎山内小児科医院（小） ☎︎22-0048（上　町）

◎共立医院（内） ☎︎22-0213（蔵原町）

◎宇宿医院（内・胃・消） ☎︎25-9031（栄　町）

◎野口脳神経外科（脳） ☎︎47-1800（太郎坊町）

◎ながはま整形外科（整） ☎︎46-7188（都北町）

◎やの耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎︎27-5222（吉尾町）

◦図書館休館日

◎12月の予定

◎1月の予定

12月25日(火)は納期限です
納期限内に納付しましょう。

●国民健康保険税（第6期）
口座振替は12月25日（火）が振替日です。また、再振替は平

成31年１月10日（木）に行います。前日までに預貯金口座の残

高確認をお願いします。

解約などで口座振替ができなかった場合は、「口座振替不

能用の納付書」を送付します。納付書に記載されている納付

場所で納めてください。

■問い合わせ＝納税管理係☎52－9635

「納税相談」をご利用ください
税金は納期限内に納めることが原則ですが、思わぬ事故、

病気や失業など、やむを得ない特別な事情があって納期限内

に納められないときは、印かんをお持ちのうえ、早めにご相

談ください。年度を繰り越す滞納とならないように、各種納

税相談を受け付けます。なお、夜間・休日の相談を希望する人

はお問い合わせください。

■問い合わせ＝特別収納対策係☎52－9634

償却資産申告書を送付します
地方税法の規定により、償却資産の所有者は、毎年1月1日

現在の償却資産所有状況を、1月31日までに申告することに

なっています。該当する償却資産の所有者には、申告に必要

な書類を12月末までに送付します。期限までに申告書の提出

をお願いします。申告書が届かなかった場合は、ご連絡くだ

さい。

■問い合わせ＝資産税係☎52－9636
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今
年
も『
よ
か
よ
か
夜
市
』を
開
催
し
ま
す
！ 

12
月
15
日（
土
）
に
開
催
さ
れ
る『
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
み
ま
た
２
０
１
８
』
に
、
今
年
も

「
み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
元
気
会
」
が
参
加

し
ま
す
。今
回
で
８
回
目
を
迎
え
る
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
は
、
町
商
工
会
館
奥
の
駐
車
場
か
ら

三
股
駅
周
辺
に
た
く
さ
ん
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
並

ぶ
イ
ベ
ン
ト
。元
気
会
は
昨
年
同
様
、『
よ
か
よ

か
夜
市
』
と
称
し
て
、
出
店
者
が
軒
を
並
べ
る

夜
市
を
町
物
産
館「
よ
か
も
ん
や
」
前
駐
車
場

で
同
時
開
催
し
ま
す
。出
店
者
が
腕
に
よ
り
を

か
け
て
作
る
お
い
し
い
食
べ
物
や
、
あ
た
た
か

い
飲
み
物
と
と
も
に
幻
想
的
な
キ
ャ
ン
ド
ル
の

灯
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

12
月
15
日（
土
）午
後
４
時
〜

※『
よ
か
よ
か
夜
市
』
は
午
後
５
時
～ ■

茶
じ
ょ
け

先
月
10
、
11
日
に
開
催
さ
れ

た
恒
例
の「
第
28
回
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
」。
今
年
も
晴
天
に
恵

ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
町

内
で
は
も
う
一
カ
所
、
注
目

を
浴
び
て
い
る
場
所
が
あ
り

ま
し
た
。
長
田
峡
公
園
の
夜
間

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
す
。
今
回
初

め
て
実
施
さ
れ
た
こ
の
社
会

実
験
。“

い
き
い
き
集
落”

長
田

や
長
田
壮
年
ク
ラ
ブ
な
ど
、
地

元
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

受
け
て
、
事
前
の
清
掃
活
動
や

照
明
機
材
の
設
営
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
夜
間
照
明
を
開
始
以

降
、
初
日
か
ら
大
勢
の
皆
さ
ん

が
訪
れ
、
そ
の
景
色
を
楽
し
ま

◦男／11,779人◦女／13,628人◦合計／25,407人（前月比－13人）
◦世帯数／10,202戸（－3戸）◦出生／15人◦死亡／14人
◦転入／72人◦転出／86人

三股町の人口 平成30年11月１日現在
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れ
て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
を
備
え

つ
け
る
と
轟
音
を
立
て
て
流
れ

る
滝
に
加
え
、
昼
間
の
涼
し
げ

な
雰
囲
気
と
は
違
う
、
趣
の
あ

る
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
紅
葉
と
峡
谷
を
流
れ
る
沖

水
川
、
ご
つ
ご
つ
と
し
た
岩
肌

が
暗
闇
に
浮
か
ぶ
景
観
は
、
と

て
も
絵
に
な
り
ま
す
。
宮
崎
市

内
か
ら
撮
影
に
来
た
と
い
う
男

性
と
話
を
交
わ
し
ま
し
た
。
今

回
の
よ
う
な
紅
葉
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
は
県
内
で
も
珍
し
い
と

の
こ
と
。
慣
れ
親
し
ん
で
い
た

は
ず
の
長
田
峡
も
、「
光
」
と

い
う
要
素
を
加
え
る
こ
と
で

さ
ら
に
魅
力
が
向
上
す
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。〈
セ
〉 

　

山

口

勝

己

爺じ
い

さ
ま
の
素
朴
な
唄
と
三し

ゃ

味み

太だ
い

鼓こ

合
わ
せ
て
跳
ね
る
児
童
の
奴

や
っ
こ

あ
り
が
と
う
世
話
を
す
る
た
び
口
癖
に
母
の
心
に
あ
り
が
と
う

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
孫
が
通
う
勝
岡
小
学
校
の
運
動
会
で
、
五
・
六
年
の
児
童
に
よ
る
表
現

ダ
ン
ス「
餅
原
奴
踊
り
」の
様
子
で
す
。躍
動
感
あ
ふ
れ
る
踊
り
で
し
た
。

永
く
伝
承
さ
れ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

三
年
前
は
、
母
の
体
調
が
悪
く
て
、
わ
が
ま
ま
ば
か
り
の
毎
日
で
し
た
。

今
は
体
調
も
良
く
な
り
、い
つ
も「
あ
り
が
と
う
」と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

お
世
話
を
す
る
私
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

238

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
116

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や�

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

通信
新
し
い
出
会
い
も
紡
ぐ
竹
細
工

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
朝
市

〒
８
８
９

―

１
９
０
１�

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22
（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）
３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

定
休
日
／
毎
月
第
３
木
曜

http://mimatan.com

斉
藤
ち
づ
子

★

★

木き

下し
た

結ゆ
う

心し
ん

く
ん

國こ
く

分ぶ

開か
い

糸し

く
ん

◎
平
成
29
年
11
月
20
日
生
ま
れ（
1
歳
）

◎
木
下
大
輔
さ
ん
・
加
奈
さ
ん
の
長
男

◎
平
成
28
年
8
月
3
日
生
ま
れ（
2
歳
）

◎
國
分
元
揮
さ
ん
・
汐
理
さ
ん
の
長
男

第
74
回

梶
山
在
住 

横よ
こ

山や
ま

英ひ
で

壽ひ
さ（

77
）さ
ん

■
期
日
＝
12
月
23
日（
日
）
午
前
８
時
～
10
時
30
分
ご
ろ
ま
で

わ
が
家
の
西
郷
ど
ん
☆
こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ

い
食
べ
て
、
寝
て
、
笑
っ
て
、
泣
い
て
、
大

き
く
な
ろ
う
ね

お
外
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な
開
糸
く
ん
♪
　

こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で

た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
!!

年
越
し
の
準
備

今
年
最
後
の
朝
市
は
、
し
め
飾
り
や
そ
ば
粉
、

年
越
し
そ
ば
の
予
約
受
け
付
け
な
ど
、
年
末
年

始
に
必
要
な
商
品
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。そ
の
他
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
中
で
す
。イ
ベ
ン
ト

の
情
報
は
チ
ラ
シ
で
確
認
、
ま
た
は「
よ
か
も

ん
や
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

知
恵
と
技
術
を
地
域
の
た
め
に

「
失
敗
し
て
も
あ
き
ら
め
な
い
。試

行
錯
誤
の
積
み
上
げ
が
、
作
品

の
出
来
に
つ
な
が
る
」
と
笑
顔
で
話
す
英

壽
さ
ん
の
自
宅
に
は
、
こ
れ
ま
で
製
作
し

た
数
多
く
の
種
類
の
竹
細
工
が
所
狭
し
と

並
ぶ
。始
め
た
き
っ
か
け
は
、
９
年
前
に

参
加
し
た
町
が
主
催
す
る
生
涯
学
習
教
室
。

そ
れ
か
ら
創
作
に
励
む
毎
日
を
送
っ
て
い

る
。竹
工
芸
の
図
面
を
手
本
に
、
独
自
に

図
書
館
や
パ
ソ
コ
ン
で
工
法
を
調
べ
、
創

意
工
夫
し
な
が
ら
、
そ
の
技
を
自
分
の
も

の
に
す
る
。そ
ん
な
横
山
さ
ん
の
も
と
に

は
、
家
庭
で
使
う
竹
製
品
の
修
理
依
頼
が

届
く
。生
活
の
知
恵
で
身
に
付
け
た
技
術

を
地
域
の
未
来
に
伝
え
た
い
と
の
思
い
は

強
い
。「
手
先
を
使
う
こ
と
は
脳
の
活
性
化

に
も
な
る
の
で
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
。

満
足
の
い
く
作
品
が
で
き
た
と
き
の
達
成

感
は
、
ほ
か
で
は
味
わ
え
な
い
か
ら
」
と

笑
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
竹
細
工
を
通

し
て
新
し
い
出
会
い
が
広
が
っ
て
い
く
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

メリー
クリスマス！
　　来年も
　　いい年に
　　しような！
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◎町　章／ 町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は鹿児島藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、
戸長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼た
る原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、
ここ三股の基礎が築かれたのです。

明治22年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

�◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

�◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公
式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…http://www.town.mimata.lg.jp/）

■問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）


